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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・フェアを通じて培われた緑の担い手の輪を広げ、身近に
花と緑にあふれる豊かなまちづくりを進めていく
【信州緑化ネットワークや市町村との連携】

-
500,000人
(H31.6)

達成状況
の分析

累計来場者数は目標50万人に対し、70万人を超え、フェア期間中に行った来場者へのアンケート調査
において、フェアを通じた緑化意識等の変化では「花や緑への関心が高まった」との回答は8割強、
「花や緑にふれる活動に参加したい」との回答は9割弱であったことから、フェア開催の目的である緑
化意識の高揚等が図られた。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

14.00 14.00

444,591367,767

職員数（人）

うち一般財源 227,820 397,649

-

成果指標
設定理由

基本計画で定めた基本的事項の想定来場者数50万人（メイン会場とサブ会場の合計）

合計（A) 368,116

総合的に展開する
重点政策

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造

H29年度

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
○平成31年度に開催する第36回全国都市緑化信州フェアの円滑な実施及び運営を図るため、平成29年6月24日に実
行委員会を設立
○フェアの基本的事項、展開方針等を定めた基本計画を実行委員会第1回総会において決定
○基本計画に基づき、会場整備設計及び実施計画の検討、広報宣伝活動等を実施
【目指す姿】
○行政と民間の協力のもと、都市緑化に関する意識高揚や知識普及等を図ることによって、都市緑化を全県的に
推進し、緑豊かな潤いある都市づくりに寄与する。
　また、全国最大規模の花と緑の祭典である全国都市緑化フェアの開催により、県内各地の観光振興や地域の活
性化等を実現する。
【実施内容】
会場整備、実施運営の業務委託、広報宣伝活動　など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

・フェア成果の今後の継承 ・フェア開催を契機に緑化意識の高揚を一過性のものとせ
ず、まちなかの緑化や街路樹の整備など緑豊かな公共空間
づくりに取り組む

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

toshi-machi@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 11 08 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 全国都市緑化信州フェア推進事業費
部局 建設部

実施期間 H28 R1

都市・まちづくり課

451,048

前年度繰越

予
算
額

現計予算 368,116

451,048

達成

達成状況

 決　算　額（B）

指標及びその達成状況　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

4

フェアの来場者数

3

2

目標値H30年度 R１年度

705,300人

はじまりの花庭 北アルプス花の丘 信州マルシェ

✓ 信州花フェスタ2019の開催
・「第36回全国都市緑化信州フェア信州花フェスタ2019～北アルプスの贈りもの～」は、「北アルプスの麓から広がる花と緑

に包まれたしあわせ暮らし」を開催テーマとして４月25日から６月16日までの53日間開催し、来場者数は目標の50万人を大き

く上回った。（目標：50万人 → 達成：70万５千３百人）

・フェア開催により多くの皆様に花と緑のもたらす安らぎや魅力を伝えることができ、花と緑に対する意識が大きく高まった。
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フェアの円滑な実施及び運営のための実行委員会に対する負担金
負担先：第36回全国都市緑化信州フェア実行委員会等

千円
全国都市緑化信州フェア推進事業費

負担金

建設部 課・室 都市・まちづくり課

細事業
No.

部局事　業　名 全国都市緑化信州フェア推進事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 11 08 01 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
367,767 444,591

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

直接

令和元年度　実施内容（実績）

国土交通省との打ち合わせ等の旅費等

No.

1

2

実施
方法

細事業を構成する主な取組

フェア推進に係る事務的
経費

実行委員会負担金
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